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一
般
質
問

一
般
質
問

前
田

麗
子
（
自
民
清
風
会
）

・
介
護
保
険
認
定

・
介
護
予
防

青
山

晃
子
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
）

・
こ
ど
も
に
関
す
る
施
策

・
共
助

鈴
木

雅
子（
無
所
属
・
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団
）

・
地
域
包
括
ケ
ア
計
画
（
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

・
地
球
温
暖
化
対
策

廣
重

敦
（
自
民
清
風
会
）

・
ホ
テ
ル
誘
致

・
感
性
を
育
む
教
育

野
々
山

雄
一
郎
（
自
民
清
風
会
）

・
本
市
の
市
民
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ

・
本
市
の
業
務
シ
ス
テ
ム
の
構
築

土
谷

直
樹
（
公
明
党
）

・
令
和
５
年
６
月
２
日
か
ら
の
大
雨

・
要
介
護
認
定

酒
井

正
一
（
自
民
清
風
会
）

・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
・
認
知
症
に
対
す
る
施
策

原

紀
彦
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
熱
中
症
対
策

柳

賢
一
（
無
所
属
）

・
里
親
制
度

加
藤

嘉
哉
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
安
定
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向

け
た
職
員
の
人
材
確
保

中
根

善
明
（
無
所
属
・
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団
）

・
公
共
交
通

・
災
害
時
の
避
難

・
花
火
大
会

原
田

範
次
（
自
民
清
風
会
）

・
水
害
時
の
避
難
所

・
市
民
病
院
の
診
療
方
針

小
田

高
之
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
）

・
子
ど
も
・
若
者
の
抱
え
る
課
題
の
複
合

性
・
複
雑
性
を
踏
ま
え
た
重
層
的
な
支

援
の
充
実

・
お
か
ざ
き
Ｄ
Ｘ
ビ
ジ
ョ
ン

・
食
品
営
業
許
可
証

柴
田

敏
光
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
防
災
対
策

・
旧
額
田
郡
公
会
堂
及
物
産
陳
列
所

田
口

正
夫
（
無
所
属
）

・
子
育
て
支
援

・
１
級
河
川
鹿
乗
川
の
整
備

・
国
道
１
号

近
藤

敏
浩
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
）

・
大
河
ド
ラ
マ
関
連
事
業

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
向
け
た
取
組

野
島

さ
つ
き
（
公
明
党
）

・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

・
子
育
て
支
援
の
充
実

野
本

篤
（
自
民
清
風
会
）

・
愛
護
動
物
の
適
正
飼
養

・
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

・
自
治
体
交
流

三
塩

菜
摘
（
無
所
属
）

・
孤
独
・
孤
立
対
策

荻
野

秀
範
（
自
民
清
風
会
）

・
特
色
あ
る
幼
児
教
育

・
文
化
財
の
保
護

畑
尻

宣
長
（
公
明
党
）

・
防
災

・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

磯
部

亮
次
（
自
民
清
風
会
）

・
東
岡
崎
駅
の
整
備

・
え
び
す
く
い
音
頭

井
村

伸
幸
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

・
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

・
障
が
い
者
（
児
）
支
援

・
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
（
仮
称
）

加
藤

義
幸
（
自
民
清
風
会
）

・
岡
崎
公
園

・
岡
崎
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

・
子
ど
も
が
集
え
る
公
園

・
交
通
安
全
対
策

小
木
曽

智
洋
（
自
民
清
風
会
）

・
都
市
計
画
道
路
岡
崎
環
状
線

・
阿
知
和
地
区
工
業
団
地

簗
瀬

太
（
自
民
清
風
会
）

・
都
市
間
協
定
に
よ
る
人
材
の
確
保
・
育

成

９
月
定
例
会
で
は
、
２６
人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
な
お
、
本
紙
で
は
、
太
字
の

質
問
項
目
か
ら
掲
載
し
て
い
ま
す
。
よ
り
詳
し
い
内
容
や
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
Ｈ
Ｐ
で

公
開
し
て
い
る
議
会
映
像
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
質
問
の
掲
載
原
稿
は
、
発
言
に
基
づ
き
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。
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介
護
保
険
認
定

⑴
自
主
避
難
所

⑵
つ
な
が
り
支
援

⑴
地
球
温
暖
化
対
策

⑵
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン

⑴
ホ
テ
ル
誘
致

⑵
感
性
を
育
む
教
育

前
田
麗
子
（
自
民
清
風
会
）

問

介
護
認
定
の
遅
れ
に
よ
り
、
利

用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
業
務
に
影
響
が
出
て
い
る
が
、

遅
れ
に
対
す
る
取
り
組
み
や
、
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
、
本
市
の
見
解
は
。

答

現
状
の
市
調
査
員
及
び
委
託
先

調
査
員
の
体
制
で
は
、
認
定
遅
れ

の
改
善
を
早
急
に
行
う
こ
と
は
困
難
で

あ
る
た
め
、
令
和
４
年
度
末
で
終
了
す

る
こ
と
と
し
て
い
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
要
介
護
認
定
の

臨
時
的
な
取
扱
い
」
を
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
増
加
に
鑑
み
、
再

開
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
措
置
に
よ

り
、
５
年
９
月
か
ら
６
年
２
月
ま
で
の

更
新
申
請
が
、
月
平
均
で
約
３
０
０
件
、

６
カ
月
で
約
１
８
０
０
件
減
少
す
る
見

込
み
と
な
り
、
６
年
３
月
頃
ま
で
に
は
、

認
定
の
有
効
期
間
内
に
認
定
結
果
が
出

せ
る
よ
う
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
６
年
度
の
調
査
実
施
体
制
を
万

全
に
す
る
た
め
、
調
査
員
募
集
の
周
知

方
法
を
強
化
し
、
市
調
査
員
の
確
保
に

努
め
て
い
く
。

青
山
晃
子
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
）

問

⑴
分
散
避
難
先
と
し
て
任
意
の

自
主
避
難
所
を
各
自
で
想
定
し
設

置
す
る
こ
と
で
、
自
助
と
し
て
災
害
へ

の
備
え
を
行
う
市
民
の
増
加
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
、
そ
の
場
合
の
課
題
は
。

答

自
主
避
難
所
を
運
営
す
る
場
合
、

適
切
な
場
所
の
選
定
、
運
営
方
法

等
の
設
定
、
人
材
の
確
保
が
必
要
と
な

る
。
市
と
し
て
、
そ
の
存
在
と
個
々
の

状
況
把
握
の
ほ
か
、
情
報
の
伝
達
や
支

援
物
資
の
提
供
な
ど
、
必
要
な
連
携
体

制
の
構
築
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問

⑵
日
頃
か
ら
防
災
に
関
心
が
あ

り
、
活
動
を
す
る
人
同
士
が
つ
な

が
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
は
可
能
か
。

答

今
年
度
、
本
市
は
国
の
避
難
所

生
活
支
援
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ポ
ー
タ

ー
研
修
の
モ
デ
ル
事
業
開
催
自
治
体
に

選
定
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人

材
や
、
要
配
慮
者
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
の
発
掘
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、

各
分
野
で
活
動
す
る
人
材
が
、
発
災
時

に
連
携
し
て
活
動
で
き
る
機
会
の
創
出

に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

鈴
木
雅
子
（
無
所
属
・
日
本
共
産
党

岡
崎
市
議
団
）

問

⑴
補
助
額
５
万
円
の
断
熱
窓
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
に
つ
い
て
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
と
の
同
時
設
置
が
条

件
で
あ
る
が
、
断
熱
窓
単
独
の
補
助
を

検
討
す
る
考
え
は
。

答

重
点
対
策
加
速
化
事
業
で
は
、

断
熱
改
修
単
独
で
も
補
助
が
可
能

で
あ
る
た
め
制
度
化
を
検
討
し
て
い
く
。

問

省
エ
ネ
改
修
、
介
護
改
修
、
通

常
の
改
修
を
合
わ
せ
た
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

答

リ
フ
ォ
ー
ム
が
契
機
と
な
り
、

複
数
の
課
題
が
解
決
で
き
る
こ
と

は
非
常
に
望
ま
し
い
。
関
係
部
署
と
の

連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

問

⑵
子
ど
も
の
熱
中
症
対
策
と
し

て
、
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
の
現
状
は
。

答

他
市
へ
の
事
例
調
査
等
に
よ
り
、

大
き
な
空
間
を
有
す
る
学
校
体
育

館
へ
の
冷
房
効
果
を
確
認
し
た
。
今
後

も
空
調
方
式
、
断
熱
対
策
、
財
源
確
保

な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
深
め
て
い
く
。

廣
重
敦
（
自
民
清
風
会
）

問

⑴
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
ホ
テ
ル
誘

致
は
難
し
い
と
聞
く
が
、
ミ
シ
ュ

ラ
ン
ガ
イ
ド
認
定
の
星
付
き
ホ
テ
ル
若

し
く
は
外
資
系
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
の
本
市

へ
の
誘
致
の
可
能
性
は
。

答

大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
に
歴
史
観

光
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
リ
ピ

ー
タ
ー
獲
得
や
海
外
か
ら
の
誘
客
促
進

に
加
え
、
世
界
ラ
リ
ー
選
手
権
を
始
め

と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
学
会

等
の
開
催
を
生
か
し
、
こ
れ
ら
の
誘
客

の
受
け
皿
と
な
る
ホ
テ
ル
誘
致
に
つ
い

て
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問

⑵
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
手
に
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
す
る
こ
と
で
探
求
心
や

想
像
力
を
養
う
小
中
学
校
の
新
た
な
取

り
組
み
は
。

答

音
楽
の
授
業
で
は
、
楽
譜
制
作

ア
プ
リ
等
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

自
ら
作
っ
た
音
楽
を
記
録
し
、
再
現
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
表
現
す
る

手
段
を
手
に
し
た
こ
と
で
、
想
像
力
を

膨
ら
ま
せ
、
探
求
心
を
持
っ
て
感
性
を

磨
く
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一般質問
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⑴
市
民
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ

⑵
業
務
シ
ス
テ
ム
の
構
築

６
月
２
日
か
ら
の
大
雨

⑴
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

⑵
認
知
症
施
策

熱
中
症
対
策

野
々
山
雄
一
郎
（
自
民
清
風
会
）

問

⑴
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
で
は

本
市
ゆ
か
り
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
活

躍
も
期
待
さ
れ
る
。
市
民
参
加
型
の
壮

行
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
開

催
の
考
え
は
。

答

市
民
参
加
型
の
観
戦
イ
ベ
ン
ト

等
の
開
催
で
市
民
が
一
体
と
な
り

応
援
す
る
機
運
を
醸
成
す
る
こ
と
は
大

切
と
考
え
て
お
り
、
本
市
ゆ
か
り
の
選

手
が
出
場
す
る
場
合
は
そ
れ
ら
の
開
催

を
検
討
し
た
い
。

問

⑵
庁
内
の
業
務
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
の
抑
制
や
今
後
も
進
む
行

政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を

技
術
職
と
し
て
積
極
的
に
採
用
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答

現
在
、
外
部
民
間
人
材
を
非
常

勤
特
別
職
と
し
て
登
用
し
て
い
る

が
、
情
報
シ
ス
テ
ム
分
野
に
限
定
し
た

職
員
と
し
て
採
用
は
し
て
い
な
い
。
今

後
、
先
行
し
て
い
る
他
自
治
体
の
採
用

事
例
等
を
研
究
し
、
よ
り
効
果
的
・
効

率
的
な
職
員
の
養
成
に
努
め
て
い
く
。

土
谷
直
樹
（
公
明
党
）

問

市
が
任
用
す
る
気
象
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
情
報
を
、
ど
う

活
用
し
た
の
か
。

答

事
前
情
報
を
活
用
し
て
備
え
を

進
め
、
災
害
対
策
本
部
の
設
置
へ

つ
な
げ
た
。

問

情
報
収
集
や
被
害
状
況
把
握
の

課
題
と
対
策
は
。

答

災
害
対
策
本
部
に
は
多
数
の
情

報
が
一
気
に
寄
せ
ら
れ
る
が
、
同

一
の
案
件
に
つ
い
て
も
情
報
が
断
片
的

に
提
供
さ
れ
、
全
体
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
想
定
よ
り
も
大
き

な
被
害
と
な
る
場
合
が
あ
る
。
現
在
、

災
害
対
策
本
部
体
制
の
見
直
し
を
進
め

て
お
り
、
情
報
分
析
を
専
門
に
担
う
グ

ル
ー
プ
の
新
設
を
目
指
し
て
い
る
。

問

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
開
設
時
の
課
題
と
対
策
は
。

答

大
規
模
災
害
で
は
活
動
内
容
、

ニ
ー
ズ
把
握
や
マ
ッ
チ
ン
グ
が
複

雑
に
な
る
。
現
地
調
査
の
方
法
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
優
先
度
の
考
え
方
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

酒
井
正
一
（
自
民
清
風
会
）

問

⑴
施
設
周
辺
の
雨
水
対
策
は
。

答

県
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
基

準
に
基
づ
き
、「
広
域
観
光
交
流

拠
点
」
で
は
３
カ
所
、
合
計
で
約
１
万

２
０
０
０
立
方
㍍
の
調
整
池
を
、
駐
車

場
の
地
下
に
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。

名
鉄
本
宿
駅
に
隣
接
す
る
「
地
域
拠

点
」
で
は
、
従
来
で
は
上
面
が
オ
ー
プ

ン
式
の
調
整
池
で
あ
る
が
、
発
起
人
会

及
び
事
業
化
検
討
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も

に
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
る
よ
う
設
置
方
法
の
検
討
を
進
め
る
。

問

⑵
今
後
の
認
知
症
施
策
の
考

え
は
。

答

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
認
知

症
カ
フ
ェ
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
サ

ポ
ー
タ
ー
が
連
携
し
て
認
知
症
本
人
の

支
援
な
ど
の
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

ま
た
、
広
く
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い

知
識
の
啓
発
を
行
う
な
ど
し
て
、
認
知

症
本
人
と
そ
の
家
族
が
、
安
心
し
て
住

み
慣
れ
た
場
所
で
暮
ら
せ
る
よ
う
地
域

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

原
紀
彦
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

問

他
市
で
は
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

無
料
の
給
水
ス
ポ
ッ
ト
が
増
え
て

い
る
。
本
市
公
共
施
設
の
充
足
状
況
は
。

答

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
お
か
ざ
き
２
０

２
３
で
指
定
し
た
公
共
施
設
１５
施

設
の
う
ち
、
げ
ん
き
館
に
無
料
給
水
設

備
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー
バ
ー
）
が
あ
る
。

水
分
補
給
は
大
切
で
あ
る
た
め
、
令
和

６
年
度
以
降
、
給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
指
定

も
検
討
し
て
い
く
。

問

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
機
設
置

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

近
年
の
地
球
温
暖
化
に
伴
い
、

日
最
高
気
温
の
平
均
が
上
昇
し
、

最
高
気
温
３５
度
以
上
の
猛
暑
日
も
増
加

傾
向
に
あ
る
中
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

や
健
康
を
守
る
た
め
、
学
校
体
育
館
へ

の
空
調
機
設
置
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て

き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
近
年
の

異
常
な
暑
さ
を
踏
ま
え
、
先
進
他
市
の

設
置
状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
効
率

的
か
つ
効
果
的
で
、
実
現
可
能
な
設
置

方
法
に
つ
い
て
、
継
続
的
に
検
討
を
深

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一般質問
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里
親
制
度

安
定
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
向
け
た
職
員
の
人
材
確
保

公
共
交
通（
矢
作
デ
マ
ン
ド
）

矢
作
川
氾
濫
時
の浸水

想
定

柳
賢
一
（
無
所
属
）

問

本
市
の
里
親
の
現
状
は
。

答

令
和
４
年
度
末
の
里
親
登
録
数

は
７３
世
帯
で
、
名
古
屋
市
を
除
き

県
内
で
最
も
多
い
。

問

本
市
の
乳
児
院
・
児
童
養
護
施

設
の
現
状
は
。

答

８
月
末
時
点
で
、
乳
児
院
は
１

施
設
で
定
員
１９
人
に
対
し
て
１７
人

が
、
児
童
養
護
施
設
は
２
施
設
あ
り
、

合
わ
せ
て
定
員
９３
人
に
対
し
て
８６
人
が

入
所
し
て
い
る
。

問

家
庭
的
養
護
の
偏
見
な
ど
へ
の

対
応
は
。

答

子
ど
も
に
携
わ
る
職
種
の
方
に
、

里
親
制
度
が
正
し
く
伝
わ
っ
て
い

な
い
場
合
も
あ
り
、
昨
年
度
里
親
家
庭

の
子
ど
も
の
声
を
受
け
、
学
校
の
先
生

向
け
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。

問

制
度
普
及
へ
の
取
り
組
み
は
。

答

今
年
度
か
ら
親
の
入
院
や
育
児

疲
れ
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
短
期

間
の
養
育
を
委
託
す
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
里
親
を
開
始
し
て
い
る
。
併
せ
て
制

度
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

加
藤
嘉
哉
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

問

今
年
度
よ
り
定
年
の
引
き
上
げ

が
順
次
行
わ
れ
、
し
ば
ら
く
は
２

年
に
１
度
し
か
退
職
者
が
い
な
い
状
況

と
な
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
新
規
採
用

者
数
の
平
準
化
、
職
員
の
増
員
に
対
す

る
本
市
の
考
え
は
。

答

定
年
の
引
き
上
げ
に
合
わ
せ
て

極
端
な
採
用
抑
制
を
行
う
と
、
新

規
採
用
者
数
が
年
度
に
よ
っ
て
大
幅
に

変
動
す
る
こ
と
と
な
り
、
職
員
の
経
験

年
数
や
年
齢
構
成
に
隔
た
り
が
生
じ
る

恐
れ
が
あ
る
。
将
来
に
わ
た
り
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
体

制
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
単
年
度
で

は
な
く
、
複
数
年
度
間
に
お
け
る
新
規

採
用
者
数
の
平
準
化
や
職
員
の
年
齢
構

成
、
退
職
者
数
の
見
込
み
を
踏
ま
え
た

中
長
期
的
な
観
点
か
ら
の
採
用
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現
行
の
定
員
適

正
化
計
画
の
期
間
中
は
、
こ
れ
ま
で
通

り
６０
歳
に
到
達
し
、
役
職
定
年
等
へ
移

行
す
る
職
員
や
、
普
通
退
職
を
見
込
ん

だ
人
数
を
採
用
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

中
根
善
明
（
無
所
属
・
日
本
共
産
党

岡
崎
市
議
団
）

※

問

現
在
の
矢
作
デ
マ
ン
ド
に
見
ら

れ
る
地
域
公
共
交
通
の
課
題
は
。

答

現
在
利
用
者
は
、
事
前
に
名
前

や
連
絡
先
を
登
録
し
、
利
用
時
に

は
矢
作
デ
マ
ン
ド
の
予
約
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
手
間
が
掛
か
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
駅
へ
の
乗
り
入
れ

に
つ
い
て
も
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

問

５
月
１
日
時
点
の
会
員
登
録
者

数
が
１
７
０
４
人
、
利
用
者
数
が

１
日
平
均
７.３
人
と
、
思
っ
た
よ
う
に
増

加
し
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
は
。

答

矢
作
デ
マ
ン
ド
の
存
在
が
知
ら

れ
て
い
な
い
、
ま
た
は
、
知
っ
た

上
で
、
今
は
ま
だ
必
要
な
い
の
で
登
録

し
て
い
な
い
人
も
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問

矢
作
地
域
と
し
て
、
デ
マ
ン
ド

型
で
は
な
く
、
他
の
方
法
を
選
択

し
た
場
合
、
選
択
し
た
手
段
で
実
証
実

験
を
行
う
と
考
え
て
よ
い
か
。

答

実
証
運
行
に
よ
り
、
よ
り
良
い

交
通
が
見
え
て
き
た
場
合
は
、
更

な
る
実
証
を
行
う
こ
と
も
選
択
肢
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
る
。

原
田
範
次
（
自
民
清
風
会
）

問

矢
作
川
が
、
想
定
さ
れ
る
最
大

は
ん

ら
ん

規
模
で
氾
濫
を
し
た
場
合
、
矢
作

北
学
区
内
に
お
い
て
予
想
さ
れ
る
浸
水

深
は
何
㍍
に
な
る
か
。

答

矢
作
北
学
区
で
は
、
区
域
の
大

半
が
３
㍍
か
ら
５
㍍
未
満
、
ま
た

は
５
㍍
か
ら
１０
㍍
未
満
の
、
い
ず
れ
か

の
浸
水
深
と
な
る
と
予
想
し
て
い
る
。

問

地
域
住
民
へ
災
害
リ
ス
ク
を
啓

発
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
公
共
施
設
な
ど
に
、
予
想

さ
れ
る
浸
水
深
を
、
マ
ー
カ
ー
等
で
表

示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答

洪
水
に
よ
る
浸
水
リ
ス
ク
に
関

す
る
情
報
を
、
地
域
に
お
け
る
生

活
空
間
の
中
で
、
自
然
と
目
に
入
れ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
状
況
に
す
る
こ
と
は
、

日
頃
か
ら
水
防
災
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
に
関
し
て
効
果
的
な
取
り
組
み
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
表
示
す
る
情
報
や

方
法
に
つ
い
て
、
関
係
部
署
や
施
設
管

理
者
な
ど
と
協
議
し
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

一般質問

※矢作デマンド：矢作地域における会員登録制の予約型乗合タクシーのこと。複数の利用者の予約状況を合わせ、乗り合いで目的の停留所まで運行する。
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食
品
営
業
許
可
証
の

デ
ザ
イ
ン
の
多
様
化

旧
額
田
郡
公
会
堂
及

物
産
陳
列
所

１
級
河
川
鹿
乗
川
の
整
備

大
河
ド
ラ
マ「
ど
う
す
る
家
康
」

放
送
終
了
後
の
活
用

小
田
高
之
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
）

問

食
品
営
業
許
可
証
は
、
定
め
た

記
載
事
項
を
店
の
見
や
す
い
場
所

に
提
示
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
用
紙
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
決
ま

り
が
な
い
。
そ
こ
で
、
店
の
雰
囲
気
な

ど
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
、
複
数
の
デ
ザ

イ
ン
の
中
か
ら
営
業
者
が
選
択
で
き
る

よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
は
。

答

本
市
で
は
、
一
目
見
て
市
の
許

可
証
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
、
保
健

所
を
設
置
し
た
平
成
１５
年
以
降
、
岡
崎

城
を
背
景
と
し
た
単
一
デ
ザ
イ
ン
の
食

品
営
業
許
可
証
を
交
付
し
て
い
る
。

時
代
は
変
わ
り
、
現
在
は
物
事
が
多

様
化
の
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。
食
品
営

業
許
可
証
に
つ
い
て
も
、
デ
ザ
イ
ン
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ
と
で
、

営
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
対
応
で
き

る
よ
う
、
現
状
の
デ
ザ
イ
ン
を
含
め
、

複
数
の
デ
ザ
イ
ン
の
中
か
ら
事
業
者
が

選
択
で
き
る
方
法
の
検
討
を
始
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

柴
田
敏
光
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

※

問

老
朽
化
に
よ
り
閉
館
し
た
「
旧

額
田
郡
公
会
堂
及
物
産
陳
列
所
」

の
施
設
の
重
要
性
と
現
状
は
。

答

我
が
国
に
お
い
て
初
期
に
建
築

さ
れ
た
郡
の
公
会
堂
及
び
物
産
陳

列
所
で
あ
り
、
二
つ
の
建
造
物
が
一
組

で
現
存
す
る
数
少
な
い
貴
重
な
例
と
し

て
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
。
現
状
と
し
て
は
、
耐
震
性
能
の

不
足
等
、
早
急
に
保
存
修
理
に
着
手
す

る
必
要
が
あ
る
。

問

保
存
修
理
の
費
用
は
。

答

概
算
工
事
費
は
、
耐
震
補
強
工

事
や
活
用
の
た
め
の
設
備
整
備
費

用
を
除
き
、
約
１２
億
円
と
な
る
。
保
存

修
理
費
用
は
国
の
補
助
金
対
象
と
な
る

た
め
、
文
化
庁
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

問

保
存
修
理
計
画
は
。

答

今
年
度
、
旧
看
守
人
室
の
曳
家

及
び
保
存
修
理
の
実
施
設
計
を
行

い
、
令
和
６
年
度
、
工
事
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
文
化
庁
と
の
協
議
後
、
国
へ

の
補
助
要
望
を
行
い
、
保
存
修
理
工
事

に
着
手
し
て
い
き
た
い
。

田
口
正
夫
（
無
所
属
）

問

鹿
乗
川
の
上
流
支
川
の
改
修
に

つ
い
て
、
現
在
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
予
定
は
。

答

鹿
乗
川
の
上
流
支
川
で
あ
る
北

本
郷
支
川
と
赤
池
支
川
の
改
修
を
、

本
市
で
進
め
て
い
る
。
北
本
郷
支
川
は
、

４
年
度
の
国
の
補
正
予
算
の
対
象
事
業

と
し
て
、
測
量
や
地
質
調
査
な
ど
の
実

施
設
計
業
務
を
行
い
、
早
け
れ
ば
７
年

度
か
ら
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

赤
池
支
川
は
、
北
本
郷
支
川
の
改
修
後

に
、
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

国
道
１
号
や
名
鉄
名
古
屋
本
線
と
の
交

差
部
の
改
修
工
事
は
難
易
度
が
非
常
に

高
く
、
更
に
関
係
機
関
と
の
協
議
に
は

多
く
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
そ
の
た
め
、
北
本
郷
支
川
の
改

修
事
業
と
並
行
し
て
赤
池
支
川
の
検
討

業
務
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
両

支
川
の
完
成
ま
で
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間

が
か
か
る
が
、
地
域
の
皆
様
が
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
、
県
と
連
携
し
、
確

実
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

近
藤
敏
浩
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎
）

問

大
河
ド
ラ
マ
で
家
康
公
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
他
の

メ
デ
ィ
ア
で
も
事
細
か
に
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
偉
業
を
た
た
え
、

人
物
を
好
意
的
に
紹
介
し
、
ゆ
か
り
の

観
光
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、

大
河
ド
ラ
マ
が
本
市
に
残
し
て
く
れ
た

大
い
な
る
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
と
し
て
、

今
後
も
大
い
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

答

家
康
公
生
誕
の
地
と
い
う
唯
一

無
二
の
価
値
を
、
引
き
続
き
フ
ル

活
用
し
た
観
光
を
推
進
し
て
い
く
。
併

せ
て
、
ド
ラ
マ
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
た
岡
崎
時
代
の
若
き
家
康
公
の
苦
難

と
成
長
の
軌
跡
を
本
市
の
新
し
い
歴
史

観
光
の
一
つ
の
柱
と
し
て
大
切
に
し
て

い
く
。
更
に
、
ド
ラ
マ
に
登
場
し
た
家

康
公
の
家
族
や
家
臣
な
ど
に
着
目
し
、

市
内
各
地
域
を
巡
る
新
た
な
周
遊
ル
ー

ト
を
考
案
し
つ
つ
、
全
国
の
観
光
客
を

繰
り
返
し
迎
え
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て

い
く
。

一般質問

※旧額田郡公会堂及物産陳列所：朝日町３丁目（せきれいホール南）に建てられている歴史的建造物
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⑴
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

⑵
子
育
て
支
援
の
充
実

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

孤
独
・
孤
立
対
策

特
色
あ
る
幼
児
教
育

野
島
さ
つ
き
（
公
明
党
）

問

⑴
男
性
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

※
１Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
の
予
防
や
パ
ー
ト
ナ

ー
へ
の
感
染
防
止
に
な
る
な
ど
、
意
義

は
高
い
と
考
え
る
。
接
種
費
用
の
助
成

に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

答

効
果
が
期
待
さ
れ
る
肛
門
が
ん

は
希
少
が
ん
で
あ
る
こ
と
等
に
鑑

み
、
助
成
の
必
要
性
は
相
対
的
に
低
い

と
考
え
る
。
国
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

問

⑵
訪
問
型
支
援
を
受
け
る
の
は

敷
居
が
高
く
利
用
を
た
め
ら
う
と

い
う
声
も
聞
く
。
お
試
し
券
の
配
付
や

「
プ
レ
マ
マ
・
ベ
ビ
ー
ケ
ア
応
援
事

業
」
の
経
済
的
支
援
の
一
部
を
、
利
用

券
な
ど
で
配
付
で
き
な
い
か
。

答

国
か
ら
は
利
用
券
や
ク
ー
ポ
ン

等
の
交
付
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
広
域
的
な
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
る
な
ど
対
象
家
庭
の
利
便
性
が
確
保

で
き
れ
ば
、
ク
ー
ポ
ン
等
の
配
付
を
検

討
し
て
い
く
。
な
お
、
最
近
は
出
産
や

子
育
て
へ
不
安
感
を
持
つ
人
も
多
い
た

め
、
お
試
し
利
用
の
方
法
に
つ
い
て
も

研
究
し
て
い
き
た
い
。

野
本
篤
（
自
民
清
風
会
）

問

廃
棄
物
を
発
生
さ
せ
な
い
循
環

型
の
経
済
活
動
が
必
要
で
あ
る
。

廃
棄
物
行
政
の
取
り
組
み
や
考
え
方
に

つ
い
て
、
本
市
の
見
解
は
。

答

高
度
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
践
す

る
た
め
、
使
用
済
み
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
原
料
と
し
て
再
び
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
す
る
「
ボ
ト
ル
ｔ
ｏ
ボ
ト
ル
」
の

取
り
組
み
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い

る
。
本
市
と
し
て
も
、
循
環
型
経
済
の

確
立
に
よ
り
経
済
成
長
を
目
指
す
と
い

※
２

う
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
理
念

に
沿
っ
て
、
製
造
業
等
と
リ
サ
イ
ク
ル

業
の
融
合
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
産
業
界
と
連
携
し
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立
を
促
進
さ
せ
、
循

環
経
済
の
促
進
を
担
う
人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
な
お
、
現
在
の

リ
サ
イ
ク
ル
技
術
等
を
勘
案
す
る
と
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
や
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
・
紙
類
の
リ
サ
イ
ク

ル
等
に
つ
い
て
、
本
市
で
も
同
理
念
の

取
り
組
み
を
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

三
塩
菜
摘
（
無
所
属
）

問

本
市
独
自
の
孤
独
・
孤
立
支
援

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
つ
な
ぎ
め
」

の
概
要
は
。

答

孤
独
・
孤
立
を
感
じ
、
生
き
づ

ら
さ
に
悩
む
人
を
支
援
す
る
た
め

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
あ
る
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク

セ
ス
で
き
、
官
民
や
分
野
・
属
性
の
区

別
の
な
い
相
談
先
や
社
会
参
加
に
つ
な

が
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
支
援
情
報
も
掲
載
し
て
い
る
。

問

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
本
年
４

月
か
ら
高
齢
者
以
外
も
利
用
が
可

能
と
な
っ
た
が
、
利
用
状
況
は
。

答

子
ど
も
や
若
い
世
代
が
、
囲
碁

や
将
棋
な
ど
を
し
た
り
、
ロ
ビ
ー

で
自
由
に
過
ご
し
た
り
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。
各
館
に
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
し
た
こ
と
で
、
小
さ
な
子
ど

も
連
れ
の
利
用
者
や
、
勉
強
す
る
中
学

生
の
姿
も
見
ら
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
減
少
し
た
利
用
状
況
も
戻
っ
て
き
て

お
り
、
地
域
の
居
場
所
と
し
て
多
世
代

が
利
用
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

荻
野
秀
範
（
自
民
清
風
会
）

問

本
市
で
は
令
和
５
年
８
月
１４
日

に
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ

ー
タ
ー
」
と
な
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

今
後
、「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
の
保
育

行
政
を
進
め
る
た
め
に
も
、
休
園
中
の

公
立
保
育
園
の
活
用
も
含
め
、
特
色
の

あ
る
幼
児
教
育
を
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答

現
在
休
園
中
の
保
育
施
設
を
自

主
活
動
団
体
な
ど
が
活
動
す
る
場

と
し
て
貸
し
出
す
こ
と
は
、
施
設
の
活

用
方
法
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合

の
ス
キ
ー
ム
づ
く
り
等
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
特

色
あ
る
幼
児
教
育
を
進
め
る
た
め
に
、

公
立
保
育
園
と
し
て
同
質
的
・
均
一
的

な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
前
提
と
し

な
が
ら
も
、
各
園
の
立
地
に
よ
る
地
域

性
を
生
か
し
た
工
夫
は
、
当
然
行
わ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
自
然
豊
か
な
地
域
に

お
け
る
、
環
境
を
十
分
に
生
か
し
た
保

育
や
教
育
の
提
供
は
、
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一般質問

※１ HPV（ヒトパピローマウイルス）：子宮頸がんをはじめ、肛門がん、膣がんなどのがんや多くの病気の発生に関わるウイルス
※２ サーキュラーエコノミー（循環経済）：従来の３Ｒの取り組みに加え、資源投入量・消費量を抑えつつ、ストックを有効活用

しながら、サービス化等を通じて付加価値を生み出す経済活動おかざき議会だより│vol.２１９7



⑴
地
区
防
災
計
画

⑵
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

え
び
す
く
い
音
頭

災
害
時
に
お
け
る

障
が
い
者（
児
）支
援

子
ど
も
が
集
え
る
公
園

畑
尻
宣
長
（
公
明
党
）

問

⑴
高
齢
者
や
体
が
不
自
由
な
人

を
、
自
宅
か
ら
避
難
先
へ
と
促
す

た
め
、
ま
ず
は
一
時
的
に
近
隣
の
施
設

に
集
ま
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
地
域

住
民
と
の
話
し
合
い
の
下
、
進
め
て
い

く
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答

今
後
、
各
地
域
で
作
成
さ
れ
る

個
別
避
難
計
画
を
踏
ま
え
、
災
害

弱
者
に
は
当
た
ら
な
い
が
何
ら
か
の
支

援
が
必
要
な
人
々
の
た
め
に
、
地
区
集

会
施
設
な
ど
を
一
時
的
な
集
合
場
所
と

し
て
活
用
す
る
と
い
っ
た
、
地
域
で
の

共
助
に
対
し
、
市
と
し
て
も
必
要
な
協

力
を
し
て
い
き
た
い
。

問

⑵
回
収
箱
の
設
置
に
対
し
補
助

が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答

回
収
箱
設
置
へ
の
直
接
的
な
支

援
で
は
な
く
、
町
内
会
の
活
動
に

対
し
て
支
援
し
て
い
る
「
ご
み
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
報
償
金
制
度
」
に
つ

い
て
、
町
内
会
間
で
の
不
公
平
を
生
じ

な
い
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
合

わ
せ
て
臨
機
応
変
に
活
用
で
き
る
よ
う

見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

磯
部
亮
次
（
自
民
清
風
会
）

問

市
民
の
手
作
り
に
よ
る
え
び
す

く
い
音
頭
は
、
大
河
ド
ラ
マ
の
レ

ガ
シ
ー
（
遺
産
）
で
あ
る
。
市
全
域
に

広
が
る
よ
う
に
、
竹
千
代
音
頭
な
ど
と

一
緒
に
本
市
推
奨
の
踊
り
と
し
て
認
定

す
る
な
ど
、
市
民
に
愛
着
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
す
る
考
え
は
。

答

こ
の
唄
と
踊
り
は
、
平
和
を
祈

願
す
る
も
の
と
実
感
し
て
お
り
、

家
康
行
列
を
始
め
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
で

踊
り
の
機
会
を
提
供
し
て
い
く
。
新
た

な
武
将
の
歌
詞
の
追
加
も
練
ら
れ
て
お

り
、
地
元
ゆ
か
り
の
武
将
を
再
認
識
す

る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
。
こ
の
踊
り
を
通
し
て
笑
顔

で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
市
民
の
姿
を
発

信
す
る
こ
と
で
、
本
市
へ
行
き
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
こ
そ
が
観
光
の

神
髄
で
あ
り
、
そ
の
役
割
を
担
う
無
限

の
魅
力
と
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。
え

び
す
く
い
音
頭
を
「（
仮
称
）
無
形
観

光
伝
統
文
化
財
」
な
ど
と
し
て
位
置
付

け
で
き
れ
ば
、
新
た
な
観
光
の
起
爆
剤

に
な
る
と
考
え
て
お
り
期
待
し
て
い
る
。

井
村
伸
幸
（
民
政
ク
ラ
ブ
）

問

障
が
い
者
が
避
難
所
生
活
を
送

る
際
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が

バ
ン
ダ
ナ
を
つ
け
、
必
要
な
配
慮
が
周

囲
に
分
か
る
よ
う
に
し
た
り
、
支
援
で

き
る
人
も
バ
ン
ダ
ナ
を
つ
け
、
気
軽
に

声
を
か
け
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
り
す

る
工
夫
も
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答

い
ざ
と
い
う
と
き
に
必
要
な
支

援
や
配
慮
を
周
囲
に
お
願
い
す
る

際
の
意
思
表
示
と
な
る
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

や
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
る
。

平
常
時
だ
け
で
な
く
災
害
時
に
も
見
や

す
い
箇
所
に
携
帯
し
て
も
ら
う
こ
と
で

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
活
用
の

促
進
に
努
め
て
い
る
。
提
案
の
あ
っ
た

障
が
い
者
支
援
用
バ
ン
ダ
ナ
は
大
き
さ

や
色
な
ど
が
工
夫
さ
れ
て
お
り
、
一
目

で
対
象
者
が
確
認
で
き
る
こ
と
、
支
援

を
必
要
と
す
る
側
も
相
手
方
が
分
か
り

や
す
い
な
ど
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
は
な

い
利
点
も
多
い
。
今
後
、
他
市
町
村
の

動
向
や
、
障
が
い
者
関
係
団
体
等
の
意

見
を
聞
き
、
災
害
時
の
支
援
に
つ
な
が

る
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

加
藤
義
幸
（
自
民
清
風
会
）

問

市
内
に
は
、
雑
草
が
生
い
茂
り

子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
な
く
な
っ
て

い
る
市
管
理
の
公
園
が
複
数
存
在
し
て

い
る
。
草
の
根
絶
除
草
や
土
壌
改
良
な

ど
の
対
策
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
地

元
住
民
に
よ
る
管
理
協
力
を
す
る
場
合

の
市
の
支
援
策
は
。

答

市
の
委
託
発
注
に
お
い
て
草
刈

り
の
回
数
を
増
や
す
こ
と
や
、
手

作
業
の
抜
根
除
草
や
土
の
入
れ
替
え
も

解
決
方
法
の
一
つ
だ
が
、
地
元
住
民
に

よ
る
活
発
な
公
園
利
用
に
よ
り
、
草
が

育
ち
に
く
い
環
境
に
改
善
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
市
内
に
は
、
地
元

住
民
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
一
緒
に
活
動

す
る
公
園
愛
護
運
営
会
が
、
自
主
的
な

草
取
り
や
清
掃
な
ど
公
園
の
美
化
活
動

を
行
っ
て
い
る
地

域
も
あ
る
。
今
後

も
、
公
園
愛
護
運

営
会
の
設
立
に
向

け
た
地
域
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
。

一般質問

雑草が生えた公園の様子
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おかざき未来“夢”プロジェクト
高校生と市議会議員の意見交換会
～人間環境大学附属岡崎高等学校 編～

おおおおおおおおおおおかかかかかかかかざざざざざざざざざきききききききき未未未未未未未未来来来来来来来来““““““夢夢夢夢夢夢””””””プププププププププロロロロロジジジジジジジジジジェェェェェェククククククククトトトトトトトトトトトトトトおおおお
高高高高
おか
高校
かざ
校生
き
生と
き未
と市
未来
市議

夢
議会
夢
会議
プロ
議員
ロ
員の
ロジェ
の意
ジェク
意見
クト
見交交交交
トトトト
交交交交換換換換換換換会会会会会会会会会

～～～～～
高校
～人～人～人～人～人～
高校
人人人人間間間間
校生
間環間環間環間環
生と
環環環環境境境境
と
境大境大境大境大
と市
大大大大学学学学
市議
学附学附学附学附
議
附附附附属属属属
議会
属岡属岡属岡属岡
会議
岡岡岡岡崎崎崎崎
議
崎高崎高崎高崎高
議員
高高高高等等等等
員の
等学等学等学等学
の意
学学学学校校校校
意見
校校校校 編編編編編～編～編～編～編～～

おかざき未来“夢”プロジェクト
高校生と市議会議員の意見交換会
～人間環境大学附属岡崎高等学校 編～

都
市
計
画
道
路
岡
崎
環
状
線

（
明
大
寺
地
区
未
整
備
区
間
）

都
市
間
協
定
に
よ
る

人
材
の
確
保
・
育
成

小
木
曽
智
洋
（
自
民
清
風
会
）

問

平
成
３０
年
１２
月
定
例
会
で
、
岡

崎
環
状
線
の
本
線
が
、
都
市
計
画

道
路
岡
崎
西
尾
線
の
上
空
を
通
過
す
る

立
体
交
差
か
ら
、
平
面
交
差
へ
と
都
市

計
画
を
見
直
す
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

現
在
の
状
況
は
。

答

都
市
計
画
変
更
に
伴
う
公
安
委

員
会
と
の
事
前
協
議
に
お
い
て
、

平
面
交
差
は
、
安
全
面
で
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
、
元
の
計
画
で
あ
る
立
体

交
差
の
計
画
に
戻
っ
て
い
る
。

問

全
線
供
用
開
始
に
よ
り
多
く
の

効
果
が
期
待
で
き
る
が
、
今
後
の

整
備
の
進
め
方
は
。

答

国
が
令
和
６
年
度
頃
か
ら
着
手

予
定
で
あ
る
国
道
１
号
交
差
付
近

で
の
電
線
共
同
溝
整
備
を
機
に
、
交
差

点
改
良
を
委
託
事
業
と
し
て
進
め
て
も

ら
え
る
よ
う
国
と
調
整
し
て
い
く
。
交

差
点
改
良
を
皮
切
り
に
、
１
期
工
事
の

乙
川
橋
梁
と
岡
崎
西
尾
線
に
接
続
す
る

ラ
ン
プ
道
を
整
備
し
て
、
部
分
供
用
さ

せ
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
２
期
工

事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。

簗
瀬
太
（
自
民
清
風
会
）

問

親
善
都
市
提
携
を
生
か
し
、
市

立
看
護
専
門
学
校
の
学
生
確
保
の

取
り
組
み
の
中
で
石
垣
市
の
看
護
師
養

成
の
一
端
を
担
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答

親
善
都
市
提
携
を
基
に
、
市
立

看
護
専
門
学
校
の
学
校
推
薦
入
学

試
験
の
推
薦
枠
に
、
石
垣
市
の
高
校
を

加
え
る
な
ど
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

問

教
育
分
野
で
も
同
様
に
、
市
内

大
学
等
と
都
市
間
協
定
を
活
用
し

た
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答

教
育
分
野
で
の
交
流
は
、
石
垣

市
に
お
い
て
は
学
生
が
抱
え
る
課

題
や
就
労
人
口
の
確
保
に
つ
い
て
、
本

市
に
お
い
て
は
大
学
生
確
保
や
就
労
人

口
の
確
保
と
い
う
点
で
、
双
方
の
自
治

体
の
メ
リ
ッ
ト
に
も
な
り
、
親
善
都
市

宣
言
の
趣
旨
に
も
合
致
す
る
。
市
と
し

て
も
各
大
学
に
積
極
的
に
声
掛
け
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
石
垣
市
だ
け
で
な

く
、
他
の
親
善
都
市
、
ゆ
か
り
の
ま
ち

な
ど
と
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
い
く
こ

と
は
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

一般質問

未来を担う高校生に議会や市議会議員を身近に感じてもらうため、
7月28日（金）に、人間環境大学附属岡崎高等学校の生徒の皆さんと
意見交換会を行いました。本市議会では、平成30年度から市内の大
学と連携し、大学生との意見交換会を4回実施してきており、高校生
との意見交換会は今回が初めての試みでしたが、高校生ならではの視
点から意見を聞くことができる貴重な機会となりました。

学校紹介
生徒会会長・副会長さんが、行事や部活動、特色ある取り組みについて、議場で発表を行いました。
意見交換
高校生５～６人と市議会議員２人が一つのグループとなり、高校生から寄せられた興味・関心が高い
「環境＆道の整備」「観光スポット＆環境」「教育＆お金」「バス＆道＆地図」の四つのテーマについて
話し合いました。
発表
意見交換会の結果をまとめ、生徒の皆さんが発表を行いました。
生徒の感想
・議員は真面目で堅いイメージだったがフレンドリーに接してくれて意見も出しやすかった。
・高校生でも政治参加する方法はたくさんあることを知れた。
・夢を実現させるためのプロセスを具体的にどう踏めばよいのか、考えるきっかけとなった。
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主
な
議
案

主
な
議
案

条
例
議
案

■
印
鑑
登
録
条
例
の
一
部
改
正
／
電
子

署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
移
動

端
末
設
備
に
搭
載
さ
れ
た
利
用
者
証

明
用
電
子
証
明
書
を
利
用
し
て
多
機

能
端
末
機
に
よ
る
印
鑑
登
録
証
明
書

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

■
わ
ん
パ
ー
ク
条
例
の
一
部
改
正
／
中

山
間
地
域
の
活
性
化
及
び
地
域
内
の

経
済
循
環
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
わ

ん
パ
ー
ク
の
利
用
時
間
を
延
長
す
る

と
と
も
に
、
わ
ん
パ
ー
ク
内
に
新
設

さ
れ
る
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
等

を
す
る
場
合
の
承
認
及
び
使
用
料
の

徴
収
に
つ
い
て
規
定
を
定
め
る
。

■
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
／
対
象

火
気
設
備
等
の
位
置
、
構
造
及
び
管

理
並
び
に
対
象
火
気
器
具
等
の
取
扱

い
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
蓄
電
池
設
備
及
び
固
体
燃
料

を
使
用
す
る
火
気
設
備
等
に
つ
い
て

基
準
の
見
直
し
を
行
う
。

そ
の
他
議
案

■
工
事
請
負
の
契
約
（（
仮
称
）
市
営

大
樹
寺
住
宅
新
築
給
排
水
衛
生
ガ
ス

設
備
工
事
他
４
件
）
／
（
仮
称
）
市

営
大
樹
寺
住
宅
新
築
給
排
水
衛
生
ガ

ス
設
備
工
事（
第
１
工
区
）、（
仮
称
）

市
営
大
樹
寺
住
宅
新
築
工
事
（
第
１

工
区
）、（
仮
称
）
市
営
大
樹
寺
住
宅

新
築
電
気
設
備
工
事
（
第
１
工
区
）、

甲
山
中
学
校
南
棟
大
規
模
改
修
工
事

及
び
大
樹
寺
小
学
校
中
棟
大
規
模
改

修
工
事
の
契
約
を
行
う
。

■
特
定
事
業
の
契
約
の
変
更
／
（
仮

称
）
西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備

事
業
の
契
約
（
令
和
４
年
６
月
２２
日

議
決
）
を
変
更
す
る
。

補
正
予
算
議
案

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

○
総
務
費
／
政
策
企
画
推
進
支
援
委
託

料
、
施
設
解
体
工
事
請
負
費
（
お
か

ざ
き
乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
交
流
拠

点
整
備
事
業
）、
デ
ジ
タ
ル
活
用
地

域
社
会
推
進
委
託
料
な
ど
約
２
億
２

０
９
万
円
の
増

○
民
生
費
／
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
費
、
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整

備
等
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金
、
高

齢
者
福
祉
施
設
等
整
備
事
業
補
助
事

業
費
、
後
期
高
齢
者
医
療
療
養
給
付

費
負
担
金
、
小
規
模
保
育
改
修
費
等

補
助
金
な
ど
約
３
億
６
３
５
８
万
円

の
増

○
衛
生
費
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
健
康
管
理
等
派
遣
手
数
料
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
行
政
検

査
委
託
料
、
健
康
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
運
営
委
託
料
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
自
宅
療
養
者
等

医
療
提
供
事
業
交
付
金
な
ど
約
１２
億

８
９
１
５
万
円
の
減

○
農
林
業
費
／
お
か
ざ
き
農
業
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
費
な
ど
約
５

億
６
７
２
３
万
円
の
増

○
土
木
費
／
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
促
進
事
業
費
補
助
金
、
公
共

交
通
イ
ン
フ
ラ
運
行
維
持
支
援
金
、

岡
崎
中
央
総
合
公
園
整
備
工
事
請
負

費
な
ど
約
１
億
２
２
０
８
万
円
の
増

○
教
育
費
／
小
中
学
生
等
保
護
者
物
価

高
騰
対
策
給
付
金
給
付
事
業
費
、
国

際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
推
進
委
員
会
負

担
金
な
ど
約
３
億
２
７
８
５
万
円
の

増
■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

○
商
工
費
／
大
河
ド
ラ
マ
活
用
委
託
料

に
対
し
２
１
０
０
万
円
の
増

令和５年度９月補正予算
（単位：万円）
補正後
13,771,234
7,207,851
6,170,496
27,149,581

補正額
39,869
72,492

0
112,361

補正前
13,731,365
7,135,359
6,170,496
27,037,220

一般会計
特別会計
企業会計
合計

本
会
議
で
提
出
さ
れ
た
議
案
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
、

１５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

総
務
企
画
委
員
会

印
鑑
登
録
条
例
の
一
部
改
正

問

条
例
改
正
の
概
要
と
サ
ー
ビ
ス

開
始
後
の
個
人
情
報
保
護
対
策
は
。

答

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
搭
載
さ
れ

た
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
を

利
用
し
、
新
た
に
印
鑑
登
録
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
サ
ー
ビ
ス
が
年
内
開

始
の
予
定
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

個
人
情
報
を
保
護
す
る
対
策
と
し
て
、

各
種
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

に
は
、
暗
証
番
号
ま
た
は
生
体
認
証
を

必
要
と
す
る
。
ま
た
、
暗
証
番
号
の
入

力
を
一
定
回
数
以
上
間
違
え
る
と
ロ
ッ

ク
さ
れ
、
不
正
に
情
報
を
読
み
出
そ
う

と
す
る
と
、
自
動
的
に
電
子
証
明
書
な

ど
の
記
録
情
報
を
消
去
す
る
機
能
が
内

蔵
さ
れ
て
お
り
、
高
度
に
個
人
情
報
が

保
護
さ
れ
て
い
る
。

予
算
決
算
委
員
会

福
祉
病
院
分
科
会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

衛
生
費

問

令
和
５
年
秋
開
始
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
概
要
は
。

答

今
回
の
接
種
は
５
年
９
月
２０
日

か
ら
６
年
３
月
３１
日
ま
で
に
、
現

在
の
主
流
株
で
あ
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
Ｘ
Ｂ

Ｂ
・
１
・
５
に
対
応
し
た
１
価
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
も
の
で
あ
る
。

初
回
接
種
を
完
了
し
た
生
後
６
カ
月

以
上
の
全
て
の
人
が
対
象
と
な
り
、
接

種
費
用
は
無
料
で
あ
る
。
本
市
の
想
定

被
接
種
者
を
１１
万
人
程
度
と
見
込
ん
で

お
り
、
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
を
進
め
る
と

と
も
に
、
順
次
接
種
券
を
発
送
し
、
適

切
に
接
種
が
進
む
よ
う
案
内
を
し
て
い

く
。
今
後
、
初
回
接
種
か
ら
２
年
以
上

が
経
過
し
て
い
て
も
接
種
対
象
者
で
あ

る
こ
と
や
、
接
種
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
が

現
在
の
流
行
株
対
応
の
も
の
に
変
わ
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
市
政
だ
よ
り
や
市

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
周
知
す
る
と
と
も
に
、

様
々
な
疑
問
に
対
し
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

等
で
対
応
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

文
教
経
済
委
員
会

わ
ん
パ
ー
ク
条
例
の
一
部
改
正

問

条
例
改
正
の
理
由
及
び
目
的
と
、

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の
製
作
に
至
っ

た
経
緯
は
。

答

４
年
３
月
定
例
会
で
、
広
く
市

民
や
企
業
に
よ
る
施
設
利
用
に
供

す
る
こ
と
で
、
都
市
部
と
中
山
間
地
域

の
交
流
を
促
進
し
、
中
山
間
地
域
の
活

性
化
及
び
地
域
内
の
経
済
循
環
の
拡
大

を
図
る
こ
と
を
施
設
の
目
的
に
加
え
た
。

今
回
の
改
正
は
、
新
た
に
整
備
し
た
ワ

ー
ク
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
等
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
定
め
、
施
設
利
用
時
間
を

拡
充
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進
な
ど
企

業
で
の
働
き
方
が
見
直
さ
れ
て
お
り
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
本
市
で
も
、
都
市
部
の
住

民
を
中
山
間
地
域
に
呼
び
込
み
、
関
係

人
口
の
創
出
及
び
移
住
促
進
、
林
業
６

次
産
業
化
に
寄
与
す
る
た
め
、
木
材
の

活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
ワ
ー
ク

ス
ペ
ー
ス
の
製
作
を
行
っ
た
。

建
設
環
境
委
員
会

工
事
請
負
の
契
約
（（
仮
称
）市
営
大
樹

寺
住
宅
新
築
工
事
（
第
１
工
区
））

問

事
業
内
容
及
び
工
事
中
の
安
全

対
策
は
。

答

本
事
業
は
、
昭
和
４８
年
及
び
４９

年
度
に
建
設
さ
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
５
階
建
て
６
棟
２
０
０
戸
を
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
９
階
建
て
２
棟

と
５
階
建
て
２
棟
の
計
４
棟
２
０
０
戸

と
す
る
計
画
で
、
令
和
５
年
度
か
ら
７

年
度
に
ま
ず
は
１
棟
を
新
築
し
、
全
体

の
完
成
は
１６
年
度
を
予
定
し
て
い
る
。か

ま
ち

工
事
で
は
、
室
内
の
額
縁
、
鴨
居
や
框

等
の
造
作
材
と
し
て
、
合
計
２１
立
方
㍍

の
市
産
木
材
を
活
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
ど
も
育
成
課
と
連
携
し
、
敷

地
内
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
、

住
棟
の
１
階
に
組
み
込
む
計
画
で
あ
る
。

な
お
、
大
門
小
学
校
の
児
童
が
通
学
す

る
際
の
集
合
場
所
で
も
あ
る
た
め
、
学

校
と
調
整
し
、
工
事
車
両
の
入
場
時
間

や
誘
導
員
の
配
置
な
ど
、
児
童
を
始
め

地
域
住
民
に
も
配
慮
し
た
安
全
対
策
に

努
め
て
い
く
。

常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
議
案

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。
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義務的経費
45.1％

投資的経費
8.4％

その他
46.5％

依存財源
36.8％

自主財源
63.2％

市税
46.4％

人件費
16.0％

扶助費
24.0％

物件費
20.7％

その他
15.7％

その他
16.8％

地方消費税
交付金
6.2％

補助費等
10.0％

公債費
5.1％

国庫支出金
18.3％

県支出金 7.5％
市債 2.1％その他 2.8％

純剰余金
72億4,317万円

５年度への繰り越し財源
21億1,204万円

歳出決算額
1,429億8,292万円

歳入決算額
1,523億3,812万円

歳入歳出差し引き額
93億5,521万円

令
和
４
年
度
決
算
審
査

令
和
４
年
度
決
算
審
査

予
算
決
算
委
員
会
を
開
催
し
、
４
年
度
決
算
議
案
に
対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

詳
し
い
内
容
や
他
の
質
疑
に
つ
い
て
は
市
議
会
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
議
会
映
像

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

総
括
質
疑

問

過
去
２
番
目
の
規
模
と
な
っ
た

４
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
の

特
徴
と
総
括
は
。

答

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
１

５
２
３
億
３
８
１
２
万
円
で
前
年

度
比
約
３０
億
５
８
０
０
万
円
の
増
、
歳

出
決
算
額
は
１
４
２
９
億
８
２
９
２
万

円
で
前
年
度
比
約
２３
億
２
０
０
０
万
円

の
増
と
な
り
、
ど
ち
ら
も
過
去
２
番
目

の
決
算
額
と
な
っ
た
。
４
年
度
は
３
年

度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
を
市
政
に
お
け
る
最
優

先
課
題
と
位
置
付
け
、
感
染
症
対
策
と

経
済
対
策
と
の
両
輪
で
、
生
活
者
や
事

業
者
に
対
す
る
物
価
高
騰
対
策
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
感
染
症
対
策
で

は
、
コ
ロ
ナ
患
者
の
外
来
受
診
等
の
医

療
提
供
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

健
康
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
健
康
相
談
等
の
支
援
を
総
合
的
に
行

う
体
制
を
整
備
し
た
ほ
か
、
小
中
学
校

等
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
及
び
手
洗
い
を

非
接
触
型
自
動
水
栓
へ
更
新
し
た
。
一

方
、
主
要
事
業
と
し
て
は
、
阿
知
和
地

区
工
業
団
地
と
一
体
で
実
施
す
る
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
、
市

南
部
の
拠
点
と
し
て
個
性
的
で
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
岡

崎
駅
東
地
区
整
備
、
幸
田
町
と
共
同
で

整
備
し
た
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
の
改
修
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
の
実
現
に
向
け
た

様
々
な
新
事
業
を
実
施
し
た
。
加
え
て
、

大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
に
地
域
活
性
化
や

市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
岡
崎
城

や
家
康
館
を
整
備
し
た
ほ
か
、「
ど
う

す
る
家
康
」
活
用
推
進
業
務
、
新
生
児

の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
す
く
す

く
赤
ち
ゃ
ん
特
別
支
援
金
の
支
給
な
ど
、

限
り
あ
る
予
算
の
中
で
市
民
生
活
を
支

え
る
基
本
施
策
の
充
実
を
図
り
つ
つ
、

社
会
環
境
に
も
的
確
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

支出決算額

２８０億６，０６１

２５３億２，７５１

２７億３，３０９

１２９億８，７７１

７０億５，２４２

５９億３，５２９

２００億 ７９４

８５億８，６１１

１１４億２，１８３

６１０億５，６２６

収入決算額

２９７億９，５８７

２８２億８，５３２

１５億１，０５５

１０８億２，０６９

８１億６，０６０

２６億６，００９

１６６億６，５７９

９２億９，６９９

７３億６，８８０

５７２億８，２３５

病院事業

収益的

資本的

水道事業

収益的

資本的

下水道事業

収益的

資本的

合 計

■一般会計

※数値については、表示単位未満を四捨五入しているため、差し引きが一致しない場合があります。

■企業会計 単位：万円
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予
算
決
算
委
員
会

総
務
企
画
分
科
会

総
務
費

問

「
劇
場
型
」
城
下
町
滞
在
体
験

コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
業
務
の
概
要
と

評
価
は
。

答

本
市
の
歴
史
や
文
化
に
詳
し
い

語
り
人
と
の
町
歩
き
、
八
丁
味
噌

や
和
ろ
う
そ
く
な
ど
、
本
市
が
誇
る
匠

へ
の
弟
子
入
り
体
験
、
本
市
の
食
資
源

を
味
わ
う
城
下
町
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
な

ど
、
五
感
で
楽
し
め
る
ス
ト
ー
リ
ー
性

の
あ
る
１
泊
２
日
の
城
下
町
体
験
ツ
ア

ー
を
造
成
し
、
令
和
４
年
１１
月
か
ら
５

年
１
月
に
か
け
て
計
４
回
の
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。
県
内
外
の
人
に
、

こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
魅
力

を
伝
え
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
こ
と
に

加
え
、
こ
の
業
務
を
通
じ
て
、
市
内
の

各
事
業
者
や
団
体
等
か
ら
も
積
極
的
な

ア
イ
デ
ア
を
も
ら
い
、
そ
の
結
果
と
し

て
、
本
市
な
ら
で
は
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

作
り
上
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
観

光
事
業
を
展
開
し
て
い
く
に
当
た
っ
て

の
貴
重
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

予
算
決
算
委
員
会

福
祉
病
院
分
科
会

民
生
費

問

災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
の

個
別
避
難
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
、

実
施
体
制
、
取
り
組
み
内
容
と
成
果
は
。

答

４
年
度
は
、
多
様
な
主
体
の
参

画
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
ふ
く
し
相
談
課
に
「
つ
な
が
り
支
援

係
」
を
新
設
し
、
地
域
づ
く
り
と
計
画

作
成
を
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
具
体
的
に
は
、
モ
デ
ル
地
区
と
し

て
応
募
の
あ
っ
た
１２
地
区
や
、
重
症
心

身
障
が
い
児
の
団
体
へ
職
員
が
個
別
に

支
援
を
行
い
、
３
５
３
件
の
計
画
を
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
計
画

作
成
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
す
る
こ
と
で
、
作
成
に
関
わ
る
町
総

代
や
民
生
委
員
、
学
区
福
祉
委
員
、
福

祉
専
門
職
の
人
た
ち
と
と
も
に
、
大
規

模
災
害
の
体
験
談
か
ら
対
応
を
疑
似
体

験
し
、
災
害
時
の
高
齢
者
や
障
が
い
者

等
へ
の
安
全
な
避
難
支
援
に
つ
い
て
、

事
前
に
実
施
す
べ
き
対
策
等
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

予
算
決
算
委
員
会

文
教
経
済
分
科
会

商
工
費

問

ふ
る
さ
と
納
税
活
用
業
務
に
つ

い
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
が

増
え
た
理
由
と
新
た
な
取
り
組
み
は
。

答

既
に
登
録
し
て
い
る
事
業
者
が

商
品
を
増
や
し
た
こ
と
や
新
規
で

登
録
す
る
事
業
者
の
増
加
に
よ
り
、
返

礼
品
の
数
が
倍
増
し
た
こ
と
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
エ
イ
ト
・
ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン
２
０

２
２
の
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
を
ふ
る
さ
と
納

税
で
取
り
扱
い
、
人
気
商
品
と
な
っ
た

こ
と
で
、
寄
附
が
増
加
し
た
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
寄
附
の
増
加
に
向
け
て
、

大
河
ド
ラ
マ
関
連
の
返
礼
品
を
登
録
し

て
も
ら
え
る
よ
う
勧
奨
に
努
め
る
と
と

も
に
、
大
河
ド
ラ
マ
・
ガ
イ
ド
や
、
東

海
オ
ン
エ
ア
の
特
集
号
で
あ
る
「
る
る

ぶ
東
海
オ
ン
エ
ア
」
へ
の
広
告
、
家
具

や
イ
ン
テ
リ
ア
に
関
心
の
あ
る
女
性
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

で
の
広
告
を
行
い
、
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
し

た
。
更
に
、
転
出
者
に
対
し
て
ふ
る
さ

と
納
税
を
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ラ
シ
の
配
付
を

始
め
た
。

予
算
決
算
委
員
会

建
設
環
境
分
科
会

衛
生
費

問

省
エ
ネ
家
電
製
品
設
置
費
補
助

業
務
の
効
果
は
。

答

最
新
の
省
エ
ネ
家
電
に
買
い
替

え
を
し
た
場
合
、
年
間
消
費
電
力

量
は
、
冷
蔵
庫
で
は
約
４６
％
、
エ
ア
コ

ン
で
は
約
１０
％
の
削
減
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
家
電
１
台
当
た

り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
に
換
算
す
る

と
、
冷
蔵
庫
で
年
間
１
０
８
㌔
グ
ラ
ム
、

エ
ア
コ
ン
で
年
間
４３
㌔
グ
ラ
ム
の
削
減

と
な
る
。
今
回
の
補
助
対
象
と
な
っ
た

冷
蔵
庫
１
９
３
４
台
、
エ
ア
コ
ン
２
８

０
４
台
を
こ
の
算
式
に
当
て
は
め
て
算

定
す
る
と
、
冷
蔵
庫
約
２
０
９
㌧
、
エ

ア
コ
ン
約
１
２
１
㌧
、
合
計
年
間
約
３

３
０
㌧
の
削
減
効
果
が
あ
る
と
推
計
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
般
家
庭
の
約
１

２
０
世
帯
が
１
年
間
に
排
出
す
る
二
酸

化
炭
素
を
削
減
し
た
計
算
と
な
る
。
ま

た
、
本
補
助
金
が
、
市
民
の
家
電
製
品

の
買
い
替
え
の
後
押
し
と
な
り
、
市
内

経
済
の
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

決算審査
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討
論
討
論

一
般
会
計
補
正
予
算

自
民
清
風
会

「
市
中
心
部
の
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
、

将
来
的
に
中
央
総
合
公
園
な
ど
少
し
離

れ
た
場
所
か
ら
の
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ

ド
で
の
活
用
や
、
地
域
内
交
通
へ
の
活

用
を
検
討
す
る
た
め
、
送
迎
バ
ス
の
自

動
運
転
の
実
証
実
験
を
実
施
す
る
。
乗

客
が
楽
し
め
る
よ
う
車
内
で
限
定
映
像

を
流
す
こ
と
や
限
定
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

す
る
な
ど
、
思
わ
ず
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ

イ
ド
を
利
用
し
た
く
な
る
仕
掛
け
を
期

待
し
て
い
る
。
ま
た
、
待
機
児
童
問
題

と
し
て
、
入
所
で
き
る
保
育
施
設
が
な

い
た
め
に
、
職
場
復
帰
を
目
指
す
保
護

者
が
、
育
休
明
け
の
予
定
を
延
期
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
が
あ
る
。
女
性
の
社

会
進
出
を
促
進
す
る
に
は
、
保
育
施
設

の
整
備
は
絶
対
に
必
要
で
あ
り
、
子
育

て
世
代
が
安
心
し
て
社
会
で
活
躍
で
き

る
た
め
に
、
今
回
の
小
規
模
保
育
事
業

所
へ
の
支
援
を
皮
切
り
に
、
全
市
的
に

同
問
題
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

民
政
ク
ラ
ブ

「
２
０
５
０
年
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
実
現
に
向
け
て
、
家
庭
部
門
の
二
酸

化
炭
素
排
出
量
を
削
減
す
る
た
め
、
家

庭
用
蛍
光
灯
な
ど
既
存
照
明
器
具
か
ら

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
へ
の
買
い
替
え
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
。
適
切
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
の
家
電
量

販
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
、

周
知
や
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
申
請

期
間
が
短
期
間
と
な
る
た
め
、
市
民
に

対
し
て
よ
り
丁
寧
な
説
明
と
広
報
を
お

願
い
す
る
。
ま
た
、
世
界
ラ
リ
ー
選
手

権
の
開
催
が
間
近
に
な
り
、
盛
り
上
が

り
を
見
せ
て
い
る
。
中
央
総
合
公
園
の

※

岡
崎
Ｓ
Ｓ
や
山
間
部
の
額
田
Ｓ
Ｓ
で
の

安
全
対
策
は
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
。

観
客
が
よ
り
白
熱
し
た
ラ
リ
ー
を
体
感

し
、
安
全
に
楽
し
め
る
ラ
リ
ー
ジ
ャ
パ

ン
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
岡
崎

「
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

は
、
令
和
４
年
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の

助
成
額
と
比
較
し
て
平
均
１.５
倍
、
最
大

１.８
倍
の
利
用
実
績
が
あ
っ
た
。
外
出
す

る
こ
と
は
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
い
た
め
、
対
象
者
が
積

極
的
に
外
出
で
き
、
利
用
し
や
す
い
環

境
を
引
き
続
き
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。
ま
た
、
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
購
入
補
助
に
つ
い
て
、
対
象

年
齢
の
拡
大
に
加
え
て
、
申
請
の
締
め

切
り
も
年
度
末
ま
で
に
延
長
さ
れ
る
。

多
く
の
人
に
必
要
性
を
知
っ
て
も
ら
い
、

自
転
車
乗
車
時
の
頭
部
の
け
が
や
死
亡

事
故
の
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

公
明
党

「
今
年
の
家
康
行
列
で
は
、
会
場
周
辺

に
大
勢
の
来
場
者
が
訪
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
多
く
の
人
が
雰
囲
気
を
楽

し
め
る
よ
う
、
沿
道
周
辺
の
公
園
等
に

大
型
モ
ニ
タ
ー
や
飲
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

を
設
置
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
初
め

て
設
置
す
る
が
、
安
全
対
策
等
に
万
全

を
期
す
よ
う
お
願
い
す
る
。
ま
た
、
近

年
、
短
期
的
で
局
地
的
な
大
雨
が
多
発

し
、
浸
水
被
害
も
甚
大
化
す
る
傾
向
に

あ
る
。
河
川
監
視
カ
メ
ラ
な
ど
今
回
の

設
置
箇
所
以
外
の
地
域
で
必
要
な
箇
所

を
再
点
検
す
る
必
要
が
あ
る
。
災
害
が

発
生
す
る
前
に
対
応
す
る
よ
う
お
願
い

す
る
」
と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

無
所
属
・
日
本
共
産
党
岡
崎
市
議
団

「
小
規
模
保
育
を
公
募
し
、
三
つ
の
民

間
事
業
所
を
選
考
し
た
が
、
保
育
の
現

場
に
企
業
を
参
入
さ
せ
る
べ
き
で
は
な

い
。
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、
努

力
を
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
す
る
が
、

公
立
保
育
園
の
拡
大
や
、
保
育
士
の
処

遇
改
善
で
乗
り
切
る
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
給
食
を
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
に
よ
り
民
間
委
託
す
る
こ
と
は
、

事
業
の
透
明
性
、
公
共
の
責
任
、
食
の

安
全
の
立
場
か
ら
す
る
べ
き
で
は
な

い
」
と
意
見
を
述
べ
、
反
対
し
た
。

無
所
属
・
大
原
昌
幸

「
全
市
民
に
地
元
農
産
物
を
購
入
で
き

る
１
５
０
０
円
分
の
農
業
応
援
チ
ケ
ッ

ト
を
配
付
す
る
こ
と
で
、
６
月
の
台
風

２
号
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
対
策
、

家
畜
飼
料
、
燃
料
な
ど
の
物
価
高
騰
に

よ
る
農
家
へ
の
影
響
の
緩
和
や
、
市
民

の
生
活
支
援
に
も
つ
な
が
る
こ
と
に
期

待
し
、
個
人
の
努
力
で
は
対
応
で
き
な

い
課
題
へ
の
緩
和
策
の
一
つ
に
な
る
」

と
意
見
を
述
べ
、
賛
成
し
た
。

※SS：スペシャルステージの略称

本
会
議
に
お
い
て
各
委
員
会
審
査
の

委
員
長
報
告
を
受
け
、
各
会
派
等
が

賛
成
、
反
対
の
意
見
を
述
べ
、
賛
同

を
求
め
ま
し
た
。
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採決等の結果

認定（多数）
認定（全員）

可決・認定
（多数）

可決（全員）

可決（多数）

可決（全員）

可決（多数）

可決（全員）

可決（多数）

可決（全員）

件 名
市長提出議案

令和４年度一般・特別会計の決算の認定
令和４年度病院事業会計の決算の認定
令和４年度水道事業会計の利益の処分及び
決算の認定
令和４年度下水道事業会計の利益の処分及
び決算の認定
工事請負の契約（（仮称）市営大樹寺住宅
新築給排水衛生ガス設備工事（第１工区））
工事請負の契約（（仮称）市営大樹寺住宅
新築工事（第１工区））
工事請負の契約（（仮称）市営大樹寺住宅
新築電気設備工事（第１工区））
特定事業の契約の変更（（仮称）西部学校
給食センター整備事業）
工事請負の契約（甲山中学校南棟大規模改
修工事）
工事請負の契約（大樹寺小学校中棟大規模
改修工事）
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改
正
印鑑登録条例の一部改正
保健所の設置等に関する条例及び旅館業の
施設の衛生措置及び構造設備の基準等に関
する条例の一部改正
公衆浴場における衛生措置等の基準に関す
る条例の一部改正
わんパーク条例の一部改正
火災予防条例の一部改正
令和５年度一般会計補正予算（第５号）
令和５年度国民健康保険事業特別会計補正
予算（第１号）
令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）

認１
認２

認３

認４

市６１

市６２

市６３

市６４

市６５

市６６

市６７

市６８

市６９

市７０

市７１
市７２
市７３

市７４

市７５

採決等の結果

可決（多数）

可決（全員）

可決（多数）

可決（全員）

同意（全員）

可決（全員）

採択（全員）

件 名
令和５年度介護保険特別会計補正予算（第
１号）
令和５年度こども発達医療センター特別会
計補正予算（第１号）
令和５年度病院事業会計補正予算（第１
号）
令和５年度一般会計補正予算（第６号）
物品の取得の変更（救助工作車）
令和５年度一般会計補正予算（第７号）
令和５年度後期高齢者医療特別会計補正予
算（第２号）
固定資産評価審査委員会の委員の選任
教育委員会の委員の任命
公平委員会の委員の選任

議員提出議案
市議会の議員の議員報酬等に関する条例の
一部改正
市議会会議規則の一部改正
定数改善計画の早期策定・実施と義務教育
費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意
見書の提出

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育
費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意
見書の提出

市７６

市７７

市７８

市７９
市８０
市８１

市８２

同４
同５
同６

議２

議３

議４

請願

請３

件 名

私立高校生の保護者の授業料負担の公私格差を是正する
ために岡崎市授業料補助金制度の充実を求めること

陳情

陳１４

副

鈴
木

英
樹

○

議

杉
浦

久
直

－

無所属

柳

賢
一

○

三
塩

菜
摘

○

田
口

正
夫

○

大
原

昌
幸

○

無・共

中
根

善
明

×

鈴
木

雅
子

×

公明党

畑
尻

宣
長

○

野
島
さ
つ
き

○

土
谷

直
樹

○

チャレンジ岡崎

杉
山

智
騎

○

近
藤

敏
浩

○

小
田

高
之

○

青
山

晃
子

○

民政クラブ

三
宅

健
司

○

原

紀
彦

○

柴
田

敏
光

○

佐
藤

哲
朗

○

加
藤

嘉
哉

○

加
藤

学

○

井
村

伸
幸

○

井
町

圭
孝

○

自民清風会

簗
瀬

太

○

前
田

麗
子

○

廣
重

敦

○

原
田

範
次

○

蜂
須
賀
喜
久
好

○

野
本

篤

○

野
々
山
雄
一
郎

○

中
根

武
彦

○

鈴
木

静
男

○

酒
井

正
一

○

加
藤

義
幸

○

荻
野

秀
範

○

小
木
曽
智
洋

○

磯
部

亮
次

○

会派名
議員名

議案

認１、３、４
市６４、６８、７３、
７４、７６、７８

審議結果 ９月定例会

※採決等の結果が分かれたものの詳細は、議案の賛否一覧表を
ご覧ください。

議案の賛否一覧表
賛成・反対の双方があった議案について表示しています。（ ○：賛成、×：反対 ）

※会派の名称：議＝議長、副＝副議長、無・共＝無所属・日本共産党
※議長は議決に加わらないため「－」と表示しています。

※陳情は、市長等の関係機関へ意見を付して送付しています。
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12 月定例会予定

■■■
■■
■ ■

■■
■■■

政府などへの意見書

議会の意思を表明するため、次の意見書を可決し、直ちに議長が関係機関へ提出して、その趣
旨の実現が図られるよう要請しました。

●定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書

全ての子どもたちに行き届いた教育を行うためにも、少人数学級の更なる拡充を含めた定数改
善計画の早期策定・実施が不可欠であり、また、子どもたちが全国で均等に一定水準の教育を受
けられることが憲法上の要請であることから、政府に対し、定数改善計画の早期策定・実施と、
義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、十分な教育予算を確保するよう強く要望する。

◎提出先 内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、文部科学大臣

です。11月16日木１２月定例会の
請願・陳情提出締め切りは、

日
3

10

17

24

土
2

9

16

23

金
開会、
市長提案説明、
議案説明、
一般質問

委員長報告、
質疑、討論、
採決、閉会

12/
1

8

15

22

木

議案質疑、
委員会付託
予算決算委員会

予算決算委員会
各分科会・
常任委員会

30

7

14

21

水

一般質問

予算決算委員会
各分科会・
常任委員会

議会運営委員会

29

6

13

20

火

一般質問

予算決算委員会

28

5

12

19

月

一般質問

11/
27

4

11

18

会派等の連絡先 ☎
☎２３‐６３９０
☎２３‐６３９４
☎２３‐６３６４
☎２３‐６３９６
☎２３‐６３９７
☎２３‐６５２４
☎２３‐６３７７

自 民 清 風 会
民 政 ク ラ ブ
チ ャ レ ン ジ 岡 崎
公 明 党

日 本 共 産 党
無 所 属

議 会 事 務 局

議会の日程、請願・陳情などに関する事項は、議事課
（☎２３‐６９７１・FAX２３‐６５３８）までお問い合わせください。

○編集と発行 岡崎市議会議会広報委員会 〒４４４‐８６０１ 岡崎市十王町２丁目９番地 ☎２３‐６９７１ FAX２３‐６５３８
○岡崎市議会HP https://www.city.okazaki.lg.jp/shigikai/index.html

議案検討

無所属

○各会議の開催時刻は午前１０時の予定ですが、予算決
算委員会分科会・常任委員会の開催時刻は午前９時
３０分の予定（開催順序などは１１月２０日に決定）です。

１２月定例会の日程について
上記の議会日程は予定であり、今後変更する場合が
あります。変更する場合は、岡崎市議会ホームペー
ジでお知らせいたします。

議会中継について
議会中継は、右の二次元コードから
インターネットでご視聴いただけます。

議案検討
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